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内容要旨

［目的］肝炎ワイノレス感染は多彩な肝外病変を高頻度に合併し、多くは免

疫異常に起因する。我々の教室ではこれまで肝炎ウイルス、特にC型肝炎

ウイノレス感染とりンパ増殖性疾患（LPD）やB細胞異常との関連を研究し

てきた。一方で、 B型慢性肝炎（CH-B）患者においても血液疾患、糸球体腎

炎、皮膚疾患など肝外病変の報告が散見する。この事実から CH-B患者で

も何らかのLPDやB細胞異常を惹起し、抗体産生能に代表される獲得免疫

異常を来し、 B型肝炎ワイノレス（HBV）増殖能に影響する可能性が示唆さ

れる。本研究では、 HBV感染者における LPDやB細胞異常の有無について

各関連マーカーを解析し、 HBV増殖状態との関連を検討した。

［方法］ HBs抗原陽性の CHB 84例を対象にした。年齢、性別、 ALT値、

γGTP値、血小板数、 IgG、IgA、IgM、LPD関連マーカーとしてクリオグロ

プリン血症（Cg）、低補体血症、リウマチ因子（RF）異常、田VDNA量、 HBV

ジェノタイプ、治療状況（核酸アナログ療法の有無）を検討した。

［成績］ CH-B 84例において Cg血症 3.師、 RF高値 39.0話、低C310. 3潟、

低C41. 3潟、低価5014. 1%とLPD関連マーカーでは町高値が特に高頻度

の異常を示した。 RF高値群（32例）と正常群（49例）について、他 LPD関

連マーカー異常との相関を検討し両群聞に差は認めなかった。 ALT値、 γ

GTP値、血小板数、 IgG、IgA、IgM についても同様に有意な差はなかっ

た。 RF高値に関連する特定の HBVジェノタイプはなかったが、 RF高値群

でHBVDNA量が有意に高かった［RF正常群： 3.31土0.29、RF高値群： 4.66 

±0. 29 log copies/ml、p=O.0045］。核酸アナログ療法中患者の比率はRF

正常群で、有意に高率だった［治療中： RF正常群：18/49(36.7弘）、 RF高値

群：2/32(6.3覧）、 p=O.0016］。更に HBVDNA< 3. 0 log copies/mlの低ワイ



ノレス量とミ5.0 log copies/mlの高ウイノレス量の比率を比較すると、 RF正

常群では低ウイノレス量が高頻度だった［低ウイルス量： RF正

常：28/49(57.1弘）、 RF高値：5/32(15.6免）、 p=O.0002］。以上の結果より田V

低ウイルス量の患者、核酸アナログ治療中の患者群では RF異常が低頻度

であることが示され、 HBVのワイノレス血症が RF異常に関連していると推

察された。更に RF値が高値を示した，患者2例の核酸アナログ療法前後の

田VDNAの変化と RF値の推移を観察し得た2例において、 HBVウイノレス血

症改善に伴いRF値の正常化が確認された。

［考案・結語］ CH-B患者において、 HBVウイノレス血症が RF異常に関連す

ることが示された。 RFは自己 IgGのFe部分に結合する自己抗体であり、

HBV感染における B細胞のRF産生異常は免疫複合体形成、B細胞の異常活

性化など液性免疫能に影響し、肝外病変発症に関連する可能性が示唆され

た。


